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永遠の流れ 「全国川サミット in肱川」フオトコンテスト入選作品

席松山市向井健敏さん

令月号の主な内容
町民のうごき

＝町報＝

屯全国川サ ミッ トin肱川開催・・・・・ ・2

＊平成10年度肱川町の財政状況••• 6

るコソビュータ西暦2000年問題...8 

漫お知らせ・ ・・・・ ・・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・・・・・・・ ・ ・ ・ ・・ •10

漫社協だより ・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・13 

~12月 のカレソダー・・・・ ・・・・・・・・ ・・ ・・・ • 20

＝森林組合だより＝

〶記念には木を植えてみませんか！••• 14

層枝打ちをしましょう ・・・ ・・・・・・・・ ・・・・15

＝公民館報＝

屯第10回「熱き風心を開く人権集会」 •• •16
優お四国学級・・・・・・ ・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・l7

0川上地区小学校陸上競技大会• ••19

人口 3,2 1 0人 (-7)

男 1,5 3 4人 (-4)

女 1,6 7 6人 (-3)

世帯数 1. 0 6 1器(+1) 

（平成11年10月31日現在）



前。前。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 四 (2)
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建設省河川局長らを迎えて開会式

.._ 

17市町村が集まった連絡協議会総会

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
連
絡
協
議
会
と
肱

川
町
が
主
催
で
、
十
月
十
五
日
か
ら
三
日
間
「
二
十
一
世
紀
の

メ
ッ
セ
—
ジ
”
そ
れ
は
川
か
ら
始
ま
る
“
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
、

一
級
河
川
名
を
自
治
体
名
と
す
る
全
国
の
自
治
体
が
一
堂
に
集

い
、
肱
川
流
域
の
人
々
と
と
も
に
川
へ
の
理
解
を
深
め
、
人
と

川
と
の
か
か
わ
り
方
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

人
と
川
と
の
か
か
わ
り
方
を
探
る

全

国

川

サ

ミ

ッ

ト

連

絡

協

議

会

総

会

初
日
は
、

全
国
か
ら
十
七
自

治
体
七
十
人
が
集
ま
り
、
午
後

四
時
三
十
分
か
ら
肱
川
町
風
の

博
物
館
で
、
平
成
十

一
年
度
全

国
川
サ
ミ
ッ
ト
連
絡
協
議
会
総

会
を
開
ぎ
、
前
年
度
の
事
業
実

績
及
び
収
支
報
告
、
本
年
度
の

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
、
本

年
度
の
サ
ミ
ッ

ト
宣
言
文
案
、

次
年
度
の
開
催
地
を
三
重
県
宮

川
村
と
す
る
こ
と
な
ど
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

肱川本流域の視察（野村ダムで）

＿

流

域

視

察

一

二
日
目
は
、
午
前
中
肱
川
本

流
域
の
視
察
を
行
い
、
上
流
域

の
平
地
の
広
さ
、
中
流
域
の
支

流
の
多
さ
、
狭
あ
い
な
河
口
な

ど
、
肱
川
の
特
異
性
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
ま
し
た
。
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(3)前。刊。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 且

500人が集まったシンポジウム会場

午
後
か
ら
は
、
肱
川
町
立
中

野
小
学
校
体
育
館
で
、
参
加
自

治
体
、
流
域
自
治
体
、
河
川
行

政
関
係
者
ら
町
内
外
か
ら
約
五

百
人
が
集
ま
り
、
ソ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
川
サ

ミ
ッ
ト
連
絡
協
議
会
長
で
あ
る

大
野
和
町
長
、
来
賓
の
前
田
瑞

枝
愛
媛
県
副
知
事
、
竹
村
公
太

郎
建
設
省
河
川
局
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
参
加
自
治
体
の
ス
ラ

イ
ド
紹
介
、
ま
た
肱
川
町
が
独

自
に
実
施
し
た
川
の
原
簿
整
備

事
業
の
成
果
発
表
を
行
い
ま
し

こ。f
 

R
⑯
R
R
 

続
い
て
、
関
東
学
院
大
学
の

宮
村
忠
教
授
の
芭
蕉
の
句
を
引

用
し
た
『
川
上

と

こ

の

か

わ

し
も
や
月
の
友
』
と

題
す
る
基
調
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

宮
村
教
授
は
、

川
と

人
と
の
関
係
を
歴
史
的

に
振
り
返
り
な
が
ら
、

「
上
下
流
の
関
係
が
崩

れ
、
川
へ
の
思
い
入
れ

も
急
激
に
薄
れ
て
き
た
」

と
、
流
域

一
休
と
な
っ

た
河
川

へ
の
取
り
組
み

の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

4-
講師の宮村 忠
関東学院大学 教 授

（

シ

ン
I

．ポ
ジ
ーー
ウ
ム
）

次
に
、
「
美
し
い

川
を
次

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
」
と

題
し
て
、
四
国
地
建
河
川
部

長
や
肱
川
町
長
ら
六
人
の
パ

ネ
リ
ス
ト
に
よ
り
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ソ
を
行
い

ま
し
た
。

▼
佐
藤
直
義
四
国
地
方
建
設

局
河
川
部
長
が
、
治
水
面
か

ら
昨
年
の
水
害
の
特
徴
に
つ

い
て
報
告
し
、
水
防
に
対
す

る
備
え
の
重
要
性
を
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、

川

へ
の

関
心
を
呼
び
戻
す
た
め
の
方

策
と
し
て
、
「
水
防
訓
練
で
汗

を
流
す
こ
と
、

川
の
原
風
景
を

文
化
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
、

川
の
絶
滅
危
ぐ
種
に
警
鐘
を
鳴

ら
す
こ
と
」
の
三
点
を
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

▼
山
本
雅
史
愛
媛
県
土
木
部
長

は
、
県
内
の
河
川
整
備
の
現
状

に
つ
い
て
、
小
田
川
の
多
自
然

型
川
づ
く
り
や
親
し
み
や
す
い

川
に
す
る
た
め
の
「
ふ
る
さ
と

の
川
づ
く
り
事
業
」
、
管
理
の

面
か
ら
は

一
定
区
間
を
地
元
住

民
や
企
業
に
管
理
し
て
も
ら
う

「
里
親
制
度
」
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

▼
永
江
孝
子
南
面
放
送
ア
ナ
ウ

ソ
サ

ー
は
、
母
親
の
立
場
か
ら

「
川
を
通
じ
て
子
供
た
ち
に
自

然
の
大
切
さ
を
教
え
た
い
。

川

の
生
物
を
通
し
て
食
物
連
鎮
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
ぎ
る
。

川
が
危
険
だ
と
い
う
こ
と
ば
か

り
言
わ
な
い
で
、

川
の
流
れ
に

手
を
浸
す
こ
と
の
で
ぎ
る
水
辺

づ
く
り
と
遊
び
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

教
え
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
」
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

▼
坂
本
芳
則
大
洲
青
年
会
議
所

前
副
理
事
長
は
、
実
施
し
て
き

た
筏
流
し
や
流
域
サ
ミ
ッ

ト
の

活
動
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、
今

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

美
し
い
川
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

右から山本県土木部長、佐藤地建河川部長

後
の
活
動
計
画
と
し
て
流
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し、

行
政
、

企
業
、
民
間
が
手
を
つ
な
ぎ
自

然
を
守
っ
て
い
く
グ
ラ
ソ
ド
ゥ
ー

ク
（
環
境
改
菩
運
動
）
の
展
開
に

つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た。

▼
尾
上
武
義
三
重
県
宮
川
村
長

は、

川
に
対
す
る
村
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
、
水
質

日
本

一
に
な
っ
た
宮
川
を
活
か

し
た
村
づ
く
り
と
し
て
、
「
森

の
番
人
」
と
銘
打
っ
た
名
水
の

販
売
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
助

成
制
度
、
さ
ら
に
工
場
設
置
規

制
、
ご
み
や
空
き
地
の
適
正
管

理
、
キ
ャ
ソ

。フ
地
規
制
を
盛
り

込
ん
だ
環
境
条
例
の
施
行
な
ど
、

独
自
の
行
政
施
策
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

右から永井アナウンサー、坂本さん、尾上村長



前。前。座） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 厨 (4)

▼
大
野
和
町
長
は
、
＇
肱

川
町
の

現
状
を
紹
介
し
な
が
ら
「
開
発

や
農
林
業
の
衰
退
、
・
気
象
の
変

化
な
ど
が
原
因
で
、
水
量
が
減

少
し
水
質
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

川
は
人
間
の
生
活
の
ッ
ケ
を
全

部
集
め
て
流
れ
て
い
る
。

一
方
、

肱
川
は
上
下
流
を
結
ぶ
水
運
の

役
割
も
消
え
、
子
供
た
ち
も
川

で
泳
が
な
く
な
っ
た
。
水
道
も

行
政
が
行
う
な
ど
、
個
人
と
川

と
の
関
係
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
、
そ
の
か
か
わ
り
を
取
り
戻

す
こ
と
が
、

川
と
の
共
生
を
図

る
た
め
に
重
要
で
あ
る
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。

▼
ま
と
め
と
し
て
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
鈴
木
幸
一

愛

媛
大
学
教
授
は
、
「
各
方
面
か

ら
様
々
な
提
案
が
出
さ
れ
、
そ

の
提
案
を
実
行
す
る
こ
と
で
川

へ
の
関
心
を
呼
び
戻
し
、
次
代

に
美
し
い
川
を
引
き
継
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。
二
十
一
世
紀
は

最
後
に
サ
ミ
ッ
ト
を
記
念
し

て
実
施
し
た
フ
ォ
ト
コ
ソ
テ
ス

ト
や
エ
ッ
セ
イ
、
作
文
の
上
位

入
賞
者
の
表
彰
を
行
い
、
サ
ミ
ッ

卜
旗
を
次
年
度
開
催
地
三
重
県

宮
川
村
に
引
継
ぎ
、

五
項
目
の

サ
ミ
ッ

ト
宣
言
が
採
択
さ
れ
、

シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
を
閉
会
し
ま
し

こ
。

t
 

←-- -9  

今年も町外から多くのチーム
の参加がありました

『
自
然
と
の
共
生
』
が
人
類
の

課
題
で
あ
り
、
川
と
の
共
生
が

課
題
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
し

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会

ン

三
日
目
は
、

川
サ
ミ
ッ
ト

を
記
念
し
て
ド
ラ
ゴ
ソ
ボ
ー

ョシッ

ト

大
会
を
鹿
野
川
湖
漕
艇
場

ヵス
で
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
外

ィデ

か

ら
三
十
一
チ
ー
ム
約
四
百

人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り

レ,'‘、ネパ
広
げ
、
全
日
程
を
終
了
し
ま

たれ

し

た

。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

さ出ヵ

優

勝

府

中

湖

ペ

ー

ロ

ソ

見意

（香
川
県）

なん

準

優

勝

松

山

市

役

所

第
三
位
オ
ー
ル
ド
予
子
林

ろ,`>
 

三
重
県
宮
川
村
へ

引
き
継
ぎ

Ii 

宮川村長ヘサミット旗を引き継ぎ
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： 第 8回全国川サミット in肱川宣言文 ： 
> 1． 豊かな自然や美しい川を大切にし、水を育む森を l 
］ 守り、川を活かした町づくりを進めます。 ； 

> 1. 川の豊かさ厳しさを歴史から学び、自然と調和し ： ： た災害に強い町づくりを進めます。 〈

~ 1． 川によって培われた潤いのある生活、文化を次世 ； 
〈 代「引き継ぎます~'I ¥, l (._':J I cir~ c ~':::I o)  

~ 1. 川を通じて流域の人々と交流を深め、よりよい地 ： 
［ 域づくりを進めます。

} 1． 美しい水と緑の国土をつくるため、全国の川を愛 ： 
〉 する人々と友好を深めます。
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肱
川
町
で
は
、

川
サ
ミ
ッ
ト

の
関
連
事
業
と
し
て
、
作
文
・

エ
ッ
セ
イ
の
募
集
、
フ
ォ
ト
コ

ソ
テ
ス
ト
、
流
域
記
念
出
版
物

の
発
刊
、
ド
ラ
ゴ
ソ
ボ
ー
ト
大

会
、
流
域
物
産
展
、
「
魅
力
あ

る
川
づ
く
り
山
づ
く
り
」
ア
イ

デ
ア
募
集
、

川
に
親
し
む
イ
ベ

ソ
ト
と
し
て
中
高
生
の
手
作
り

筏
下
り
や
復
元
筏
下
り
、
肱
川

を
語
る
タ
ベ
、
さ
ら
に
水
が
峠

の
記
念
碑
建
立
な
ど
の
実
施
。

ま
た
川
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
と
す

る
事
業
と
し
て
、

川
の
原
簿
整

備
事
業
、
肱
川
町
環
境
林
整
備

計
画
、

川
に
親
し
む
イ
ベ
ソ
ト

の
拡
充
を
推
進
し
、

川
と
人
と

の
共
生
に
つ

い
て

二
十

一
世
紀

に
向
け
た
方
向
性
を
探
っ
て
ぎ

ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
サ
ミ
ッ

ト
で

得
た
成
果
で
あ
る
「
山
や
川
を

活
か
し
た
町
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



(5)前。羽。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 臼

手
話
教
室
か
ら

私
に
と
っ
て
手
話
と
い
う
も

の
は
、
あ
ま
り
身
近
な
存
在
で

は
な
く
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
ニ
ュ
ー

ス
を
み
る
時
に
目
に
す
る
く
ら

い
で
し
た
。
実
際
に
手
話
を
習

い
始
め
て
み
る
と
思
っ
て
い
た

以
上
に
難
し
い
と
い
う
の
が
本

音
で
す
が
、
簡
単
な
単
語
な
ど

は
、
普
段
、
私
達
が
使
っ
て
い

る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
少
し
身

近
に
感
じ
ま
し
た
。
手
話
を
憶

え
て
い
く
う
ち
に
、

一
っ
―
っ

の
動
作
に
す
ご
く
意
味
が
あ
る

の
だ
な
と
感
じ
、
表
現
の
方
法

が
分
か
り
や
す
く
工
夫
さ
れ
て

い
る
分
、
と
っ
て
も
感
情
を
込

め
る
時
は
、
表
情
で
相
手
に
伝

え
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
な
こ

凰おこし運動パートII

思いやリのあるまちづくリ

さわやかボランティア

活動報～ 告 ～ 

と
な
の
だ
と
教
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
、
少
し
で
も
言
葉

の
隔
た
り
が
感
じ
ら
れ
な
く
な

る
よ
う
に
、
手
話
教
室
に
参
加

し
て
教
わ
っ
た
こ
と
を
無
駄
に

せ
ず
活
か
し
て
い
け
る
よ
う
心

が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア

S
)

入
所
者
一
人
一
人
の
お
む
つ

交
換
、
ト
イ
レ
介
助
に
食
事
介

助
、
シ
ー
ツ
交
換
、

e
t
c
o

ホ
ー
ム
の
朝
は
、
と
て
も
忙

し
い
。
わ
ず
か
四
名
の
寮
母
さ

ん
が
、
休
む
間
も
な
く
働
い
て

お
ら
れ
た
。

さ
な
が
ら
、
花
の
間
を
休
み

か
わ
か
み
荘

介
護
実
習
か
ら

町
内
の
、
在
宅
療
養
さ
れ
て
い
る
方
を
、
今

年
も
三
日
間
に
わ
け
て
訪
問
し
ま
し
た
。

町
長
が
皆
さ
ん
に
声
を
か
け
話
を
う
か
が
い
、

心
ば
か
り
の
お
見
舞
い
の
品
を
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
頃
介
護
を
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の

ご
苦
労
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

無
理
を
せ
ず
自
分
の
身
体
に
も
気
を
つ
け
、
頑

張
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
激
励
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
お
大
事
に

な
く
飛
び
回
る
ミ
ツ
バ
チ
の
様

だ
と
最
初
は
思
っ
た
。
け
れ
ど
、

相
手
は

一
人
一

人
、
人
格
の
違

う
お
年
寄
り
。
そ
の
ご
苦
労
は
、

私
な
ど
に
は
想
像
も
で
き
な
い
、

大
変
な
も
の
が
あ
る
こ
と
だ
ろ

う。
し
か
し
、
ど
の
寮
母
さ
ん
の

顔
を
見
て
も
、
と
て
も
優
し
い
。

ま
る
で
、
子
供
の
世
話
を
す
る

母
親
の
よ
う
に
。
そ
の
眼
差
し

に
も
、
触
れ
る
手
に
も
、
暖
か

さ
を
感
じ
た
。
あ
る
お
年
寄
り

に
、
自
分
の
親
の
姿
を
重
ね
た

時
、
心
か
ら
”
有
り
難
ぃ
“
＃
古

労
様
で
す
“
と
、
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア

A
)

ね
た
き
り
者
訪
問

心
岩橋完成

町道宇和川赤岩線橋梁整備工事

・橋長 101. 5m 
・幅員 7.Om 
・総事業費 489,882千円

新赤 ニ（
 



前。酋。頷） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） i紐座調 (6)

肱川町の財政状況（決算）

＼ 般会計決算状況〗
10,967 

17,304 

26,883 

48,170 

48,839 

117,574 

161,524 

49,442 

64,281 

81,432 

91,529 

0
9
5
9
5
2
3
1
1
3
8
4
1
5
6
 

霙

偽

虚

禽

因旦三
6
 

3
 

7
 

一3
 ，
 

一

20億 15億 10億 5億 （単位：千円） 5億 10億

三 38億1,118万8千円 I~ 36億8,044万8千円

，り税の内訳ロ I＼り別会it決算状況 □
入湯税 2,682千円

市町村たばこ税

15,197千円

軽自動車税―-

5,799千円

64,173円

平成11年 3月31日現在

（人口： 3,193人）

固定資産税

100,330千円

（単位：千円）

事項 歳 入 歳 出 差 引額ム云 そ吋

国民健康保険
249,555 237,168 12,387 

特 別 会 計

簡 易 水 道
444,103 425,193 18,910 

特 別 会 計

住宅新築資金等
3,813 3,099 714 

貸 付特別 会計

老 人 保 健
450,837 454,983 △ 4,146 

特 別 会 計

計 1,148,308 1,120,443 27,865 



(7)前。前。随） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 且座調

l町有財産の状況□ l 10年度のtな事業［

土地及び建物 平成11年 3月31日現在 川上地区特別養護老人ホーム建設事業 487,265千円

区 ノ刀＼ 面 積 道路新設改良事業県負担金 178,520千円

山 林 等 645,424 m 2 
正山地区農道改良事業 148,333千円

宅 地 等 428,488 
中野小学校プール建設事業 129,835千円

建 物 55,988 
町道宇和川赤岩線橋梁整備事業 90,630千円

嘉城地区道路・広常B地区道路整備事業 61,527千円

基金 県単独林道整備事業費補助（石丸線他 5路線） 49,500千円

区 分 金 額

財政調整基金 278,000刑

町道公園清水橋線道路改良事業 35,387千円
（ 

県単独大屋敷地区農道新設事業 34,009千円

減 債 基 金 154,460 
中津大窪線林道開設事業 32,973千円

産業振興基金 162,800 
ダム振興計画調査 11,824千円

福 祉 基 金 138,881 
葬祭施設駐車場・車庫整備事業 8,589千円

教育振典基金 40,200 

水と土保全基金 5,337 
公民館改修工事 6,825千円

土地開発基金 91,000 
しいたけ生産振興事業 5,983千円

その他の基 金 72,758 温泉調査（敷水・道野尾地区） 4,725千円

計 943,436 きゅうりハウス整備事業 4,622千円

|＼町債の状況 □
平成11年 5月31日現在 （単位：円）

区分 い五戸--」ミり 前年度末現在高 年度中借入額 年度中償還額 年度末現 在高

大 蔵 省 3,502,659,354 600,000,000 370, 936,.212 3,~731, 723, 142 

郵 政 省 1,566,249,239 46,400,000 104,297,014 1,508,352,225 

般
公営企業金融公庫 222,416,664 8,000,000 7,126,674 223,289,990 

市町村振興協会 126,970,000 16,710,000 110,260,000 
会

愛媛たいき農協 536,120,104 43,045,888 493,074,216 

計
そ の 他 99,644,000 11,728,000 87,916,000 

小 計 6,054,059,361 654,400,000 553,843,788 6,154,615,573 

特 大 蔵 省 395,083,848 228,800,000 8,606,804 615,277,044 

別
郵 政 省 55,096,547 5,529,785 49,566,762 

会
計 小 計 450,180,395 228,800,000 14,136,589 664,843,806 

合 計 6,504,239,756 883,200,000 567,980,377 6,819,459,379 



前。前。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 四 (8) 

〈
西
暦
二

0
0
0年
問
題
と
は
〉

西
暦
二

0
0
0年
問
題
と
は
、

多
く
の
コ
ソ
ピ
ュ

ー
タ
・
機
器

が
西
暦
を
四
桁
で
は
な
く
下

二

桁
で
認
識
し
て
い
る
た
め
、
コ

ソ
ピ
ュ

ー
タ
シ
ス
テ
ム
が
日
付

を
正
し
く
判
断
で
ぎ
ず
に
誤
作

動
が
発
生
す
る
問
題
を
言

い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
西
暦

二
〇

0
0
年
の

下
二
桁
「

0
0」
を

一
九

0
0年
と
み
な
す
こ
と
や

二
0
0
0年
か
一

九

0
0年
か

判
断
で
き
な
い
こ
と
に
よ

っ
て
、

日
付
に
関
す
る
処
理
が
間
違
っ

て
し
ま
っ
た
り
、

判
断
で
き
な

く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う
状
況

で
す
。

〈
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
〉

実
際
に
コ
ソ
ピ
ュ

ー
タ
を
扱

う
と

こ
ろ
だ
け
で
な
く
、
コ
ソ

ピ
ュ

ー
タ
機
器
を
内
蔵
す
る
機

械
な
ど
を
使
う
分
野
に
お

い
て

も
影
響
が
あ
る
と

い
わ
れ
て

い

ま
す
。

た
と
え
ば
、
日
常
生
活

の
中
で
は
電
気
、
水
道
、
ガ
ス

な
ど
の
供
給
が
ス

ト
ッ
プ

し
た

り、

十
分
に
供
給
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
事
態
が
想
定
さ
れ
ま

ン

ピ

ー

タ

西
暦
二

0
0
0
年

問

題

コ

ュ

す
。こ

の
た
め
、
金
融
機
関
、
企

業
、
公
共
団
体
等
は
そ
れ
ぞ
れ
、

連
絡
を
と
り
な
が
ら
内
部
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
修
正
や
模
擬
試
験

（
二
0
0
0
年
に
強
制
的

に
日

付
を
進
め

て
試
験
を
行
う
）
を

実
施
し
て
西
暦

二
0
0
0年
の

到
来
に
備
え

て
い
ま
す
。

〈
西
暦
二

0
0
0年
に
向
け
て
〉

西
暦
二
0
0
0年
ま
で
残
り

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
肱
川

町
に
お
い
て
は
、
西
暦

―
1
0
0

0
年
問
題
に
関
し
『
対
策
本
部
』

を
設
置
し
て
、
状
況
な
ど
の
情

報
収
集
・
提
供
が
で
き
る
よ
う

に
準
備
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

プ

ロ
グ
ラ
ム

修
正
、
模
擬
試
験

な
ど
を
実
施
し

て
も
、
ま
っ

た

く
問
題
が
な
い
と
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
。
重
大
な
問
題
が
発
生

す
る
可
能
性
が
多
少
な
り
と
も

あ
る
と

い
う
こ
と

で
す
。
で
す

か
ら
、
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、

灯
油
等
、
災
害
を
想
定
し
た
最

低
限
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
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介護サービス計画（ケアプラン）は自分で作成しても
いいのですか。

ケアプランは自分で作成することもできますが、そ
の場合は市区町村の窓口に届け出て確認を受けるこ
とが必要となります。効率的なケアプランを作成す
るためにも、ケアプラン作成はケアマネジャーに依
頼することをおすすめします。

介護サービス計画（ケアプラン）を作成しないでもサー
ピスは利用できますか。

ケアプランは必ず作成してください。作成せずにサー
ピスを利用した場合には、サーピス費用の全額がいっ
たん自己負担となります。頷収書などを市区町村に
提出し確認を受けると、保険給付分が後からイ賞還払
いされます。

ケアマネジャーとはどのような人ですか。

ケアマネジャーは、要介護者の依頼にもとづいてケ
アプランを作成したり、サーピス事業者との連絡調
整を行う専門家です。市区町村の委託により訪問調
査を行うこともあります。ケアマネジャーの資格は
所定の試験に合格し研修を終了した人に与えられま
す。

限度額を超えてサーピスを利用することはできない
のですか。

要介護状態区分によって決められている支給限度額
を超えてサーピスを利用することもできますが、超
えた分については全額が自己負担となります。

Q
A
 
Q

A

 Q

A

 
Q
A
 
Q

A

 

自己負担が高額になったときはどうなりますか。

1割の自己負担が苦しく高額になった場合（例えば
療養型病床群に入院する要介護者が特に重い介護が
必要となったときなど ）は、一定額を超えた分につ
いては申請により後からイ賞還払いされます（＝高額
介護サーピス費の支給）。

住宅地以外の介護サーピスは利用できないのですか。

申請や認定は住所地の市区町村で行いますが、サー
ピスの利用については、他地域のサーピス事業者で
も利用することができます。

介護保険施設への入所は、本人や家族が選ぷことが
できるのですか。

従来の特別養護老人ホームは、入所が行政により措
置決定されていましたが、介護保険施行後は、要介
護認定を受けた上で本人や家族が入所する施設やサー

ピスの内容などを選択することになります。

介護保険施設に入所した場合も、費用の 1割を負担
するだけでよいのですか。

介護保険の施設サーピスを利用した場合には、 サ—.
ピス費用の 1割負担のほかにも、食事代の一部や日
常生活費（理美容代や教養娯楽費など）の全額を自己
負担することになります。

利用したサーピスの内容への苦情や、サーピス事業
者とのトラプ）レについてはどこへ相談すればいいの
ですか。

市区町村や居宅介護支援事業者などが窓口となりま
す。必要に応じて、国民健康保険団体連合会による
調査が行われます。



(9) 前。前。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 厩

お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す

皮
膚
の
柄
気

た

い

じ

ょ

う

ほ

う

し

ん

帯

状

疱

疹

・
帯
状
疱
疹
が
起
こ
る
仕
組
み

「
帯
状
疱
疹
」
は
、
皮
膚

に

帯
状
の
水
疱
が
で
ぎ
る
病
気
で

す
。
原
因
は
、
水
ぼ
う
そ
う
を

引
ぎ
起
こ
す
の
と
同
じ
「
水
痘
．

帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
」
で
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス

に
初
め
て
感
染
す
る
と
、
水
ぼ

う
そ
う
が
で
ぎ
ま
す
。
こ
の
際

ウ
イ
ル
ス
は
「
神
経
節
（
末
梢

神
経
の
神
経
細
胞
が
集
ま

っ
た

部
分
）
」
に
は
い
り
込
ん
で
、

水
ぼ
う
そ
う
が
治

っ
て
か
ら
も

潜
伏
し
続
け
ま
す
。

そ
の
後
、
何
ら
か
の
き

っ
か

け
で
、
ウ
イ
ル
ス
が
再
び
活
性

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す

る
と
ウ
イ
ル
ス
は
神
経
を
伝
わ

り
、
皮
膚
に
帯
状
の
水
疱
を
生

じ
さ
せ
ま
す
。

ウ
イ
ス
ル
が
再
活
性
化
す
る

の
は
、
「
過
労
、
ス

ト
レ

ス、

手
術
、
．
放
射
線
照
射
」
な
ど
に

よ
っ
て
、
体
の
免
疫
力
が
低
下

し
た
と
き
で
す
。

ま
た
、
「
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾

患
、
糖
尿
病
、
が
ん
、
エ
イ
ズ
」

な
ど
、
免
疫
力
が
低
下
す
る

病
気
が
あ
る
人
も
、
帯
状
疱
疹

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
帯
状
疱
疹
が
多
い
年
代

以
前
は
、
帯
状
疱
疹
は
、
お

年
寄
り
に
多
い
病
気
で
し
た
が

最
近
は
若
い
人
に
も
増
え
て
き

て
お
り
、
患
者
数
は
年
々
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

二
十
歳
代
の
患
者
さ
ん
の
増

加
は
、
過
労
や
ス
ト
レ
ス
の
増

加
や
、
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
が
現
在
増

え
て
い
る
こ
と
が
原
因
す
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
こ
ろ

に
比
べ
、
水
ぼ
う
そ
う
の
患
者

さ
ん
に
接
す
る
機
会
が
減
っ
た

た
め
、
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免

疫
力
が
、
活
性
化
さ
れ
に
く
く

な
っ
て
い
る
の
も
原
因
の

一
っ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
五
十
歳
代
で
は
、
が

ん
や
糖
尿
病
な
ど
に
か
か
る
人

が
多
く
な
る
う
え
に
、
手
術
や

放
射
線
治
療
に
つ
な
が

っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

．
痛
み
か
ら
始
ま
る

帯
状
疱
疹
は
、
顔
や
体
の
片

側
に
、
神
経
に
沿
っ
て
「
痛
み
」

を
感
じ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す。

痛
み
の
感
じ
方
に
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
が
、

一
般
的
に
若

い
人
は
、
「
灼
熱
感
を
伴
う
ピ

リ
ピ
リ
し
た
痛
み
」
や
「
か
ゆ

み
」
と
し
て
感
じ
る
人
が
多
い

よ
う
で
す
。

一
方
、
お
年
寄
り

は
、
「
ズ
キ
ソ
と
す
る
激
烈
な

痛
み
」
を
伴
う
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

・
数
日
後
に

「
皮
膚
症
状
」
が

現
れ
る

▼
初
期
：
痛
み
の
あ
っ
た
部
位

に
、
赤
い
発
疹
が
現
れ
ま
す
。

軽
症
の
場
合
は
、
虫
刺
さ
れ
の

よ
う
に
、
ポ
ッ
ポ
ツ
で
き
る
程

度
で
す
が
、
重
症
の
場
合
は
、

帯
状
に
び
っ
し
り
と
連
な
り
ま

す

。

疇

ス

帯
仇三：

▼
中
期
：
皮
膚
症
状
が
出
て
四

日
目
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
皮
膚

の
表
面
に
炎
症
が
起
ぎ
て
、
小

さ
な
水
泡
が
で
き
ま
す
。
炎
症

が
悪
化
し

て
、
皮
膚
の
深
部
ま

で
及
ぶ
と
、
水
泡
が
黒
っ
ぽ
く

な
り
、
病
気
が
治
っ
て
も
痕
が

残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
後
期
：
水
泡
が
、
し
だ
い
に

膿
を
も
っ
た
膿
疱
に
変
化
し
て

い
き
ま
す
。

膿
疱
は
五
ー
七
日
で
破
れ
て

び
ら
ん
や
潰
瘍
に
な
り
ま
す
。

皮
膚
症
状
が
出
て
か
ら
約

二
週

間
も
す
る
と
か
さ
ぶ
た
と
な
り

そ
の
後
、

一
週
間
で
か
さ
ぶ
た

が
取
れ
て
治
癒
し
ま
す
。

．
症
状
が
出
や
す
い
部
位

帯
状
疱
疹
の
症
状
は
、
ウ
イ

ル
ス
が
潜
ん
で
い
た
神
経
に
沿

っ

て
現
れ
ま
す
。
神
経
は
脊
髄
を

軸
と
し
て
体
の
左
右
に
枝
分
か

れ
し
て
い
る
た
め
、
症
状
は
体

の
片
側
に
、
帯
状
に
現
れ
る
の

二(
t
[
[
[

□0
口

□[[
/

i

て
疹
節

ロ
ニ
[

再
発
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

、
た
し
る

：
三



前。前。座） 仕事や生活に夢をもって

毎
年
、
十

二
月
四
日
か
ら
十

日
ま
で
の

一
週
間
は
人
権
週
間

で
す
。
人
権
週
間
は
、
国
民

一

人
ひ
と
り
が
”
人
権
“
と
い
う

も
の
を
再
認
識
し
、
ま
た
、
自

己
の
行
為
に
よ
っ
て
他
人
の
人

権
を
侵
し
て
い
な
い
か
反
省
し

て
み
る
週
間
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生
活

を
営
む
た
め
に
は
、
お
互
い
の

立
場
を
尊
重
し
、
自
分
の
権
利

ば
か
り
を
主
張
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
心
が
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
年
度
の
啓
発
重
点

目
標
「
考
え
よ
う
あ
な
た
の

人
権
わ
た
し
の
人
権
ー
ひ
ろ

げ
よ
う
心
と
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ー
」
ほ
か
、
次
の
事
項
を
強

調
事
項
と
し
て
お
り
ま
す
。

●
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

考
え
よ
う
あ
な
た
の
人
謹

わ
た
し
の
人
謹

豊かなまちをつくります （町民憲章） 囮

人 権 問題に関する
総合 12時間電話相談

相談内容

日 時

電話番号

相談担当者

主 催

差 別問題、児童生徒の「いじめ」・

体罰問題、家庭問題、近隣関係等人

権問題に関するあらゆる相談

（無料・秘密厳守）

平成11年12月10日（金）

午前 9時～午後 9時

フリーダイヤ Jレ 0120-025-550 

弁護士、僧侶や教育者等多種の経験

を持つ人権擁護委員、法務局職員

松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

伝4蜘r會f碍1F9,i"9号•日:iH:】り＄甜峠'胃戸；サ層：•と9it~{,9．弓F’’
第401回全国自治宝くじ

年末
ンャンデ
宝くじ

1等・前後賞

合わせて

需唱恨呵
発売§る額2.1901@ 円 •73ユニ 、・ トの名合

1苺 21@円

1等 の 前後貰 5.000万円
1弄の組違い 盲 ・ 10万円

2等 ・ 1.000万円

3写 ・ 100万円
4等 . 5万円

5苺 1万円

6等 ． 300円

¥
|
|
 

146木

292本

14.454本

292木

2.920本
365.000本

1.460.000本

73.000.000本

抽せん日： 12月31日（金）

年末ジャンホ宝くしは通信販売でもお求めになれます-
どうそこ利用下さい：

1枚300円

り：し` 五`娼温澁闊◎=

冒：保潰洒園児募集り言
肱川町保育所「ぽっぽ園」では平成12年度

の新入園児を次により募集しておりますので、

入園を希望される方は申し込んでください。

(1)対象児

満年齢で 2歳、 3歳児（平成12年4月1日現在）
(2)保育時間

（平 日）午前 7時30分～午後 6時まで

（土曜日）午前 7時30分～午後 1時まで

ただし、第 2.第 4土曜日は休みます。

(3)保育料

1人月 額 20,000円

ただし、 2人目からは月額 10,000円

(4)給食料

1人 1日

(5)申込期間

平成11年12月 1日から平成12年 1月31日

(6)申し込み及び問い合わせ先

300円（おやつを含む）

「ぽっぽ園」 匹 34-3393

(10) 

●
子
供
の
人
権
を
守
ろ
う

●
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う

●
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

•
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

人
権
意
識
を
育
て
よ
う

人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
松
山

地
方
法
務
局
大
洲
支
局
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
肱
川
町
の
人
権
擁
護

委
員
は
次
の
方
々
で
す

9

菊
池
昭
三
郎
（
大
和
）

634

—

3224 

中
塚
忠
（
久
保
）

6
3
4
|
2
7
4
7
 

1等2（竜円X146本／前後賞各5,000万円

▼
平
成
十
＿
年
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査

従
業
者
三
十
人
以
上
の
製
造
事
業

所
の
石
油
等
の
消
費
実
態
を
調
査

本
年
十
二
月
か
ら
来
年
一
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な

御

記

入

を

お

願

い

し

ま

す

。

肱

川

町

▼
平
成
十
一
年
工
業
統
計
調
査

製
造
事
業
所
の
実
態
を
調
査

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
御
協
力
く
だ
さ
い

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
次
の
統
計
調
査
が
同
時
に
行

わ
れ
ま
す
。



(11)前。前。頷） 教養を高め

1

火
を

つ
け
た
ま
ま
の
給
油
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

2

燃
料
の
入
れ
間
違
い
に
は
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

3

給
油
の
あ
と
は
、
燃
料
タ
ソ
ク

の
ふ
た
を
確
実
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

給
油
す
る
と
き
の
注
意
点
は
？

文化のかおるまちをつくります

使
う
前
に
必
ず
点
検
を

（町民憲章） 扇

ひ
と
冬
を
一
緒
に
過
ご
す
ス
ト
ー

ブ
で
す
。

使
い
は
じ
め
る
前
に
必
ず

点
検
整
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

火
が
つ
き
に
く
か
っ
た
り
、
変
な

臭
い
が
し
た
り
、
少
し
で
も
異
常
が

あ
れ
ば
、
使
わ
ず
に
お
店
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
を
置
く
場
所
の

ま
わ
り
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ー
テ
ソ
や
ふ
す
ま
に
近
す
ぎ
な

い
か
、
棚
か
ら
物
が
落
下
す
る
恐
れ

は
な
い
か
。
ス
ト
ー
ブ
を
安
全
に
使

用
す
る
た
め
の
確
認
も
お
願
い
し
ま

す。

扱
い
に
つ
い
て

石
油
ス
ト
ー
プ
の

噂
川上支署

「

郵便 周だより
~
-
•
一

晩秋の候、皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

日頃は郵便局の事業にご理解ご協力を賜り誠にありがとうございます。年末年始の

郵政事業をお知らせいたしますので、これからも郵便局をご利用くださいますようお

願い申し上げます。

平成12年用お年玉付郵便葉書（年賀葉書）に関するお知らせ

平成12年は、西暦でいう 2000年にあたり、 20世紀最後の年です。そこで郵便局では、「ミレニアム

（千年紀）キャンペーン」を実施して、年賀状を早期に差し出していただいたお客様に対して、 1000年に

1度しかない様々なサービスを計画しています。是非ご利用くださいますようお願い申し上げます。

ミレニアムキャンペーン

①年賀状への「2000.1. 1年賀」押印サービス

平成11年12月20日（月）までに差し出される年賀状には 「2000.1. 1年賀」の記念押印サービスがあり

ます。

②元旦窓口「2000.1. 1」記念日付印の押印サービス

平成12年 1月1日（土）に窓口で記念スタンプの押印サービスがあります。

③wチャンス応募券による「お便りセット」、「ふるさと小包み」プレゼント

応募券と一緒に、平成11年12月20日までに年賀状50通以上を差し出されたお客様に抽選で「お便りセッ

ト」か「ふるさと小包」をプレゼント、また12月24日までに50通以上差し出されたお客様にも抽選で

「ふるさと小包」をプレゼントいたします。

④ 「2000.1. 1」記念タトウの販売

「2000年 1月1日」を記念するタトウ (1部400円）を通信販売しています。

申込期間：平成11年11月1日～12月10日

⑤ 「龍馬からの年賀状」の販売

希望者に高知県龍馬郵便局から龍馬からの年賀状(50円）が差し出されます。

募集期間：平成11年11月1日～12月10日

‘、,＇`



前。前。絢 自然を大切にして

R 

美しいまちをつくります

⑥ ⑫ ＠
 

（町民憲章） 四 (12) 

◎ 
繰り上げ支給と繰り下げ支給

老齢基礎年金は、原則として65歳から受けられま

すが、希望すれば60歳以後いつからでも受けられま

す。ただし、 64歳以前から受けると減額され、 66歳

以後から受ける場合は増額されることになります。

なお、 一度減額・増額された支給率は、生涯変わ

りません。

繰り上げ支給をすると次の制限があります。
①65歳まで受けられる特別支給の老齢厚生年金は支給
停止になります。ただし、生年月日が昭和16年 4月 2
日以後の人は、老齢厚生年金と老齢基礎年金（一 定の
額が減額されます）とが併給できます。
②遺族厚生年金とは65歳まで選択になります。
③障害基礎年金は受けられません。
④雰婦年金は受けられません。

「
増
額
率

1支

給

率

j

讐

＿188％

譴7
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「国の教育ローン」のこ案内
国民生活金融公庫では、高校、短大、大学、専修学

校等への入学費用や、在学中の授業料などの費用を融

資する「国の教育ロ ーソ」の申込を受付しています。

低利で手続きも簡単です。 ・

ご融資額
学生•生徒お 1 人につき

200万円以内

利 率
年 2.3%（固定金利）

（平成11年 9月30日現在）

ご返済期間 1 0年以内

据置置期間 在学期間以内で元金据置可能

保 証
（財）教育資金融資保証基金
または保証人(1名以上）

（注）※ 6カ月以上の海外留学資金も対象となります。

お問い合わせ先 〒790-0003松山市三番町6-7-3
国民生活金融公庫松 山支店

匹 089(94 1) 6 1 4 8 

E口
●電話のご相談もお受けします

80899-45 -2335（直通）

相談日 月曜から金躍午前9時半～12時

交通事故 午後1時～4時40分（祝祭日を除〈）

こ相談
◎専門の相談員が親身になってご相談に応

じます

◎弁護士相談日：毎週木曜日午後1時～4時

社団法人日本損害保険協会

松山自動車保険請求相談センター
松山市花固町1-3 日本生命松山市駅前ピル6階 松山詞査事務所内3089-945-5500

⑲⑮)⑫④⑨  

〔国保のこと，ごぞんじですか？）

国保（国民健康保険）は病気やケガに備えて、加入者が

日頃から収入に応じて保険税を出し合い、そこから医療

費を支出しようという助け合いの制度です。

／国保のしくみ
国保は簡単にいうと、下図のようなし〈みで運営されています。

． 
ベ ・ー・菌● 国保連合会を

． 
”だ 通じて医療費

を支払う

◄••• 
0 • ► 1(WJ.1 9 1 

-院や薬
甜珊問）ノ-・・・・・・ ＼ 

► 医療費を請求する

一
部
負
担
金
を
支
払
う

）
 

医
療
費
の
額
を
決
定
し
報
告
す
る

みなさんがお医者さんにかかると、医療費の一部負担

金 3割（退職者医療制度の該当者は2割または3割 ）を支

払うだけで治療が受けられます。残りは国保から医療機
関に支払われます。



(13)前。前。領） 紐 OJ) 匿

社゚
協
だ
よ
り

愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
開
催

第
四
十
七
回
愛
媛
県
社
会
福

祉
大
会
が
、
十
月
十
三
日
県
民

文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

こ
。

t
 今

、
社
会
福
祉
は
、
関
連
す

る
保
健
、
医
療
等
の
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
を
包
括
し
た
住
民
主
体
の

生
活
対
策
と
し
て
、
介
護
保
険

制
度
に
見
ら
れ
る
様
な
、
契
約

や
自
立
支
援
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
再
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。本

年
は
、
全
国

一
斉
に
「
地

域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
」
が
実

施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
民
法
改

正
に
よ
る
「
成
年
後
見
制
度
」

と
併
せ
て
、
痴
呆
高
齢
者
等
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕

組
み
が
創
設
さ
れ
、
自
己
決
定

や
、
選
択
、
と
い
う
個
人
の
尊

重
と
呼
応
し
た
支
援
体
制
の
充

実
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
民

の
変
化
、
増
大
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、

二
十

一
世
紀
を
展
望

し
た
福
祉
の
シ
ス
テ
ム

づ
く
り

に
向
け
て
の
「
社
会
福
祉
基
礎

構
造
改
革
」
を
進
め
る
た
め
に
、

社
会
福
祉
事
業
の
基
本
法
で
あ

る
「
社
会
福
祉
事
業
法
」

等
の

改
正
が
図
ら
れ
る
な
ど
、

年
金
・

医
療
・
保
険
等
社
会
保
障
関
連

事
業
の
在
り
方
に
関
す
る
議
論

も
本
格
化
し
て
き
た
。

ま
た
、
我
々
福
祉
関
係
者
は

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や

社
会
参
加
活
動
を
促
進
し
、

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
共
通
認
識
と
し
て
、
福
祉
・

保
健
・
医
療
等
関
係
者
の
理
解

と
連
携
を
促
進
し
、
諸
活
動
の

一
層
の
充
実
に
よ
り
、
県
民
の

福
祉
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

式
典
に
お
い
て
は
、
各
方
面

に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た
方
々

に
対
し
て
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

午
後
か
ら
は
、
記
念
講
演
と

し
て
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
教

膨II町社会福祉協議会

B (0893) 34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

小

藪

谷

岡

友

晴

様

影

地

岩

田

博

様

大

屋

敷

岡

本

勝

也

様

”

向

井

務

様

協

生

谷

本

孝

治

様

下

鹿

野

川

西

岡

満

様

授
、
松
田
鈴
夫
氏
の
「
ど
う
変

わ
る
1
•

こ
れ
か
ら
の
福
祉
」
と

題
し
て
お
話
が
あ
っ
た
。
最
後

に
大
会
宣
言
を
決
議
し
て
閉
会

と
な
っ
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

健康優良老人表彰者名簿

伏ーフ
部落名 氏 名 生年月日 年齢

中央
上鹿野川 曽 根 久 幸 丁8.10.2 80 
中野 丸 山ミ ユキ 丁9.1.13 79 

大 谷
大 平 渡澄 茂雄 T 9. 6 12 79 
久 保 前田 武 T 9 5.18 79 

小 藪
肱 栄 周膝 春 馬 T13. 5. 6 75 
I」, 藪 二村 恵 美 子 T14. 2.28 74 

予子林
市之畦 山岡ヒナ子 丁11.3.3 77 
瓜生谷 山下 房 江 T10.8.6 78 

正山
協 生 福山 義 一 T 7.10.28 81 
山 槌 上田美代子 S4. 1.4 70 

モL.J...J ベロ 上嵯蛾谷 和氣スヱ子 丁12.12.11 75 

演芸の方も盛り上がっています！

葉す意今た彰曽
岩を健を 日 °状根肱川町老人クラブ運動会
合い康述ま 来 とさ
老 た に べ で 賓 記ん優平 れの 会 会 川 い 二 午
人だ留らのよ念外良成開まも 員 主 町てソ前十
クき意れごり品十老十会しと 二 催老‘グ九月
ラまさ‘苦祝が人人 ー 式た盛 0 の人悶土時 ニ
ブしれ今労辞贈の 表 年 に ゜大三 運ク ー ノカ‘+
ム t::.る後にがら方彰度お に人動ラ十タ晨ち

旦九
よま対あれ々がのい 開の 会 ブ 三 ］卜旦

の う す し り ま に あ 健 て 催 参 が連回にレ 金
城 言 ま敬‘し表り 康 ‘ さ加‘合肱お]~

戸
寿
賀
倍
さ
ん
の
選
手
宣
誓
の

あ
と
競
技
に
入
り
、
各
ク
ラ
ブ

対
抗
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
と

軽
い
競
技
に
し
て
お
り
ま
す
が

我
れ
こ
そ
先
に
と
い
う
方
も
多

く
み
ら
れ
、
す
べ
っ
て
こ
け
ら

れ
た
方
も

二
、
三
人
あ

っ
た
よ

う
で
す
。
各
ゲ
ー
ム
終
了
ご
と

に
行
っ
た
？
ハ

ソ
ザ
ィ
“
も
楽

し
い
も
の
で
し
た
。
昼
か
ら
は

各
単
老
順
に
演
芸
を
楽
し
み
、

親
睦
が
図
れ
た

一
日
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

力強い選手 宣誓
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記念には、 木を植えてみませんか ー
・

・・・・・・・..誕 生

ナンテン
ナソテ‘ノは名前が「難を転ずる」に通じるので、縁起がよいものとされ、あらゆる祝い

事や願い事に用いられて来ました。子供の誕生には赤飯を炊き、ナソテソの葉を添えて祝

い、そして食い初めにはナソテ‘ノの箸を用います。
白い雪の中で真紅の実を付けるけなげな姿から、わが子が幸せでたくましく育つことを

願うにふさわしい木ではないでしょうか。

植える時期 3~4月・ 10~ 11月
西日の当たらない場所がよく、乾燥する場所は禁物です。また植える前に

堆肥や腐葉土を十分に与えます。比較的丈夫で病虫害は少ない木です。

6月 結実期 11~2月開花期

ク

祝

ス
枝を切ってもすぐ伸びる生命力から、男の子の守護木として植えられてきました。明る

い浅緑の葉の茂りは、いかにも元気で明る＜伸びやかな男の子を思わせます。男児の誕生

祝いに植えてみてはどうですか。

植える時期 2~5月 開花期

リ
昔から、女の子が生まれるとキリを植え、嫁入り時にこれを伐って夕‘ノスを造りもたせ

ました。それほどに生長が早く、またこれで造った家具は、火に強く中の衣装を守ります。

女の子の誕生祝いにどうですか。

植える時期 11~12月・ 2~ 3月

ムラサキシキブ
秋に紫色の可憐な実を付けます。その美しさと色から平安のオ女「紫式部」の名前が付

けられました。別名「オ媛（さいえん）」とも言います。 賢い女の子に育つようにとの意味

を込めてどうですか。

植える時期 11~ 12月・ 2~ 3月

5 ~ 6月

キ

い

林業改良指導員

に は・・・・・・・・・

結実期 11~12月

渡邊 邦彦

開花期 5 ~ 6月 結実期

森
林
組
合
だ
よ
り

10~11月

開花期 6 ~ 7月 結実期 10~ 11月

{―--------------------------------------------------------ヘl 

l圧配瓢這疇 iい一三” ! ！ 

l ！ 
！ 優良材牛産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ! i 1 ·~--- I 4...__,.a.....•-· IJ.."...e... I 4 - •'•-'• 1....--1 - ~,_....._•- ·· • • • •- • -, - -'• ! 
！ 

i 県森連市況 平成11年10月27日市 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） 1 i 
! 

大洲木市 （単位面当り：円） 市売日·,•平成11年10月 25 日
． 市売数呈・ 9•911 ケース 15,240kg ! 

！ ス ギヒノキマッ 平均単価 2,980円 ！ 
！ 長さ末口径、 直曲がり直曲がり直 ・

その他 銘柄別単価 ！ 

‘ 7 cm下本 389本 285本 562本 429 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場！

i 8 cm上本 485本 427本 679本 こうこ 6,000 ~6,800 保特用大 3,000~ 3,800 保
i 14 m/13 cm上22,500/ 16,000 / 37,200 / 30,000 /18cm上20,000 r 
! . 18 cm上21,20013,800 40,000 35,500 24叫 24,000 ! 

大 厚 4,500~ 7,600 保特用中 3,000~ 4,000 保

! I 12 4 cm上19,900 / 14,400 I 40,500 I 35,000 130cm上34,000 中 厚 6,000~ 7,000 保 特用中小 3,000~ 3,800 保 ！ 

i 7cm下本 210本 209本 265本 209 中 小 厚 4,500~ 6,000 保特用小 2,500~ 3,500 保 9 
! 8 cm上本 本 322本 本 453 小厚 3,500~5,000 保大 パレ l,800~ 2,400 保 ？

! 13m 
11 cm上12,300 I I 20, ooo 
l3 cm上 22,20015,600 37,600 29,000 18叫 18,000 大ウス 3,000~ 4,800 保中バレ 1,800~ 2,400 保 !. 

! 18 cm上 19,30016,200 36,000 32,500 4叫 20,000 中ウス 3,500 ~ 6,000 保中小パレ 1,600 ~ 2,000 保 ： 
! 24 cm上18,80014,800 30,600 25 000 30C!D上23,000 : 
l I 17 cm下本一本一本一本一

中小ウス 3,000 ~ 4,200 保小パ レ 800 ~ 1,200 保
｝ I 12 ml_8, cm上本一本一本一本一 小ウス 2,000~ 3,000 保変形 2,500~ 3,500 保 ：

! 16 cm上 13叫 ジャミ 1,000~ 2,500 弱 色 悪 ウ ス 1,000~ 1,500 保！
! 30 cm上 30C!D上

13 cm上25,100120,100166,000156,ooo
どんこ大 5,500 ~ 6,500 保色悪パレ 500 ~ 1,000 保 ！ 

! 6 m 18 cm 23 500 20100 57 300 53 000 どんこ中 4,400 ~ 6,500 保 Ij粒ドンコ ～ ！ 

！ 特選 389,000 どんこ小 3,000 ~ 5,300 保スライス 500 ~ 5,500 保 i 
！ 足 場 1m当 た り 円 ～ 円 概況品柄は下物が多く、市況は全般的に保合～やや弱含みで推移した。春子’
I 記念市により、優良材多く売行き良好。 販売も終盤を迎え色落品が目立った依然として末端消費の動きは鈍く、 ！ 
｝ 備考 一般材は全般に保合。松材買強保合。 小葉～ジャミ系、格外系は弱い。お歳暮の消費に期待したい。 i ¥.--_____________________________________,__J __________________ _, 
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打 し よ つヽ

枝打ちは、間伐と同様に森林の保育作業の一つであり、かつ林業経営上、 最も積極的な優

良材の生産手段です。皆さんも“枝打ち’'をして見ませんか。

枝は、幹とは構造的に別のものです。枝からの細胞は幹の中に取り込

まれ、その部分で幹の細胞と混じリ合いながら下部で幹と接合します。

（図 1)。

斜め上方に伸びる枝と幹の付け根部分には、樹皮が怪り上がった「ブ

ランチバークリッジ」という “シワ”が必ず現れます（図2)。この “シ

ワ’'は枝が出たときから幹表面に現れ、肥大成長とともに外側に伸びて

行きます。この内部に “節’'にあたる部分が形成されているのです。

一方、枝の付け根の下側には、プランチカラー（枝隆）と呼ばれる “膨

らみ’'が形成されます（図2)。この “膨らみ’'は、幹が枝を包み込む形

で細胞を伸ばしており、幹の一部と考えて良いのです。

枝は幹内部まで侵入しているため、幹にとつて非常に危険な存在です。

腐朽は、幹の傷の場合滅多に内部まで侵入しませんが、枝打ちが不適

切な位置（図3-B)であったり樹勢が弱っている場合には、幹内部に入

り込んだ枝を伝わって幹の中心部へと入り込みやすくなるのです。

A / 
/・・ 

/ , 

9 :.  9 / , 

ン／

＼ 
'"^ '9  9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 →・ •̀`‘` z,  ／ 

‘ 
‘ヽ‘‘ 位置
＼、
¥.  •‘‘ 

＼ヽ ‘

¥‘‘ 
＼．し

＼ 

図3

（剪定位箆が正 しい場合： 位置A)

腐朽菌等に対する反応帯が形成され、腐朽等は節の内部に止まる。

（剪定位荏が不適切な場合 ：位箆B)

幹部を切除することとなり、幹の腐朽が始まる。

図4

B
 

樹勢が正常で枝打ち位置が正しければ、幹と枝の細胞が混じり合う部

分に外部からの腐朽進行を弱めるリアクションゾーン（反応帯）が形成さ

れ（図3)、腐朽が幹内部まで侵入することは滅多にあ l)ません。

プランチバークリッチの外側は幹であり、ブランチカラーは幹の細胞

が枝に入り込んだ部分のため、枝打ちの際その範囲を超えて切ることは

幹に傷をつけることになるので注意が必要です。また傷口を覆う（巻き

込み）のは、幹の細胞のためこの部分を傷つけることはなかなか塞がら

ないため、腐朽菌が侵入することとなるのです。

具体的な枝打ち方法を2つ紹介しておきますので、利用し易い方法で

行って下さい。 （図4)

またこれは、スギ ・ヒノキの枝打ちに限らず、樹木の剪定も活用でき

ます。

、．`

、.̀

①ブランチバークリッチの頂部を通り、枝に水平な線(A-8)とブラ

ンチバークリッチの線(A-C)のなす角度と同じ角度で枝側に引い

た線(A-E)で切ります。

②ブランチバークリッチの線(A-C)とブランチバークリッチの頂部

から引き下ろした垂線(A-D)のなす角度と同じ角度を枝側に引い

た線(A-E)で切ります。
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おもいやり
第10回「熱き風 ＇心を開く

第
十
回
「
熱
き

風

心

を

開

く

人

権
集
会
」
を
十
一

月
五
日
（
金
）
午
後

一
時
―――
十
分
か
ら

肱
川
中
学
校
体
育

館
で
開
催
し
ま
し

た
。
中
学
生
か
ら

保
護
者
、
老
人
の

方
ま
で
町
内
外
か

ら
約
三
百
五
十
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
は
今
ま
で
と

形
態
を
少
し
変
更
し
、
最
初
に

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

講
師
と
し
て
人
形
芝
居
、
「
ぷ

か
」
さ
ん
に
よ
る
人
形
芝
居

「
さ
さ
ゆ
り
の
咲
く
村
」
を
上

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
中
学
生
に
よ
る
合
唱

「
友
が
い
る
な
ら
」
を
行
い
、 人形芝居「ぷか」による公演

tl
,
 

r
 

匂
し

0
、
?

t
 ｀T

＼℃ 

゜編集•発行

肱川町公民館
ff (0893) 34 -2307 

開
会
行
事
、
「
私
の
主
張
」
を

行
い
ま
し
た
。
「
さ
さ
ゆ
り
の

咲
く
村
」
の
内
容
を
説
明
し
ま

す
と
、
こ
の
台
本
は
前
の
愛
媛

県
教
育
委
員
会
同
和
教
育
課
長

米
田
孝
弘
先
生
が
書
か
れ
た
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
久
万
町
の

「
畑
野
川
と
人
権
を
考
え
る
つ

ど
い
」
で
小
学
校
六
年
生
と
保

護
者
と
ぷ
か
さ
ん
が
浪
じ
る
も

の
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し

ま
す
と
、
弥
助
は
村
の
水
番
で

あ
っ
た
。
長
雨
で
川
が
あ
ふ
れ

た
日
、
一
人
息
子
は
川
に
呑
ま

れ
て
死
ん
だ
。
そ
の
日
、
龍
神

が
淵
を
見
張
る
た
め
に
山
に
登
っ

て
い
た
弥
助
は
、
龍
神
が
淵
の

そ
ば
で
、
ま
だ
歩
け
な
い
女
の

子
を
拾
っ
た
。
そ
れ
が
小
夜
で

参加者のみなさん

「私の主張」

あ
っ
た
。
龍
神
の
巡
り
合
わ
せ

で
親
子
と
な
っ
た
弥
助
と
小
夜
。

そ
ん
な
親
子
に
別
れ
の
日
が
や
っ

て
き
た
。
弥
助
は
一
人
で
命
が

け
の
仕
事
を
す
る
覚
悟
だ
っ
た
。

そ
れ
を
見
抜
い
た
小
夜
は
、
そ

の
仕
事
を
一
緒
に
さ
せ
て
欲
し

い
と
懇
願
し
た
が
、
父
は
小
夜

に
一
人
で
峠
を
お
り
て
行
け
と

命
じ
た
。
「
お
ま
え
は
わ
し
の

娘
で
は
な
い
。
捨
て
子
だ
っ
た

の
だ
。
わ
し
の
元
を
離
れ
れ
ば
、

お
ま
え
は
水
番
の
娘
で
は
な
く

な
る
」悲

し
い
別
れ
だ
っ
た
。
愛
し

合
う
親
子
で
あ
る
が
ゆ
え
の
別

れ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
山
を
下

り
た
は
ず
の
小
夜
は
父
よ
り
先

に
仕
事
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
。

村
は
救
わ
れ
た
が
、
弥
助
も
小

夜
も
そ
の
日
以
来
姿
を
消
し
て

し
ま
っ
た
。

ほ
ん
に
川
瀬
は
よ
い
と
こ
ろ

花
が
咲
く

歩
む
行
く
手
に

村
を
愛
し
て
、
村
の
た
め
に

生
ぎ
抜
い
た
弥
助
は
、
太
鼓
の

音
と
な
っ
て
今
も
村
に
響
ぎ
わ

た
る
。
村
を
愛
し
、
父
と
父
の

仕
事
を
愛
し
た
小
夜
は
、
さ
さ

ゆ
り
と
な
っ
て
村
に
咲
く
。

芝
居
の
中
の
歌
の
一
節
を
紹

介
し
ま
す
。

愛
の
鈴
ふ
る

人
の
情
け
の

さ
さ
ゆ
り
香
り

私
の
主
張
で
は
、
小
学
生
代

表
と
し
て
大
谷
小
学
校
五
年
生

山
本
大
介
く
ん
が
、

中
学
生
代

表
と
し
て
三
年
生
の
北
川
智
子

さ
ん
が
、
高
校
生
代
表
と
し
て

大
洲
高
等
学
校
肱
川
分
校

一
年

生
高
橋
琴
芙
さ
ん
が
、
保
護
者

代
表
と
し
て
、
中
野

小
学
校
大
野
江
利
子

さ
ん
が
、
主
催
団
体

代
表
と
し
て
農
業
委

員
会
大
森
廣
幸
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、

三
月
ま
で

に
人
権
集
会
記
録
集

を
各
戸
に
配
布
す
る

予
定
で
す
。

巡
礼
の

J

こ
は
川
瀬
よ
花
咲
く
里
よ



(17)前。前。座） 魯 紐

第
十
四
期
お
四
国
学
級
の

三
回
目
の
研
修
を
十
月

二
十

一
日
（
木
）
か
ら
二
十

三
日

（
士
）
の
二
泊
三
日
の
行
程
で

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
県

内
の
第
四
十
四
番
大
宝
寺
か

ら
六
十
四
番
前
神
寺
ま
で
の

二
十
一
か
寺
を
巡
り
な
が
ら

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
第
二

日
目
は
し
ま
な
み
悔
道
を
わ

た
り
大
三
島
の
大
山
祇
神
社

ま
で
文
化
財
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
車
中
か
ら
橋
や
瀕

戸
内
面
に
浮
か
ぶ
島
々
を
み

ま
し
た
。
次
回
は
来
春
、
香

川
県
方
面
に
行
く
予
定
で
す
。

県
ス
ポ
レ
ク
大
会
が
十

一
月

七
日
（
日
）
、
県
総
合
運
動
公
圏

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
管
内

大
会
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
ク
ロ
ッ

ケ
ー
老
年

二
部
チ
ー
ム
（
矢
野

悟
、
前
田
武
、
永
田
キ
ミ
ェ
、

沖
野
緑
）
が
町
内
か
ら
参
加
し

ま
し
た
。
老
年

二
部
に
は
管
内

二
十
チ
ー
ム
が
参
加
、
予
選
リ
ー

グ
を
全
勝
で
勝
ち
あ
が
り
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ソ
ト
に
出
場
し
ま

し
た
が
、
僅
差
で
破
れ
四
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

！
県
ス
ポ
l
レ
パ
ク
で
四
位
入
賞
ー

―

―

―

―

―

 

l

l

'

L
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面
繭 胃鳳 検

閲冒 版
元 胃〗臼

色主

版版

摺摺

浮
世
絵
の
で
き
る
ま
で

I

歌
麿
版
木
を
中
心
に

拿
彗
•
〗
“
「
狐
釣

」
間
部
三
枚
つ
づ
き

喜
多
川
歌
麿
下
絵
を
描
く
（
墨
一
色
）

下
絵
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

版
下
を
描
く
。
用
紙
は
薄
美
濃
紙
や
雁
皮
紙
な
ど
。

版
下
に
版
元
忌
を
押
す
。

地
本
絵
草
紙
問
屋
の
行
事
が
面
暉
麟
》
を
押
す
。

糊
づ
け
刷
毛
を
使
わ
ず
に
手
の
ひ
ら
を
使
う
。

版
下
を
裏
返
し
て
の
せ
る
。
難
し
い
の
で
師
匠

か
し
ら
ば
り

格
の
頭
彫
が
担
当
す
る
。

主

版

顔

と

頭

髪

は

い

ち

ば

ん

技

術

を

要

す

る

と

こ

ろ

な
の
で
、
彫
師
の
中
で
も
最
も
優
秀
な
者
が
頭

彫
と
な
る
。

胴
彫
ー
頭
部
に
対
し
、
胴
蹄
の
衣
紋
線
な
ど
高

等
技
術
を
要
し
な
い
も
の
を
彫
る
彫
師
を
指
す
。

見

当

色

を

重

ね

る

時

に

、

紙

の

位

置

が

ず

れ

な

い

よ

う
に
版
木
の
隅
に
つ
け
る
印
。

す
み
い
た

主
版
完
成
墨
板
と
も
い
う
。

校

合

摺

主

版

を

使

っ

て

、

色

の

数

だ

け

彫

師
が
摺
る
。

色
さ
し
校
合
摺
に
朱
筆
で
色
の
指
定
を
書
き
込
む
。

色

版

校

合

摺

を

版

下

に

し

て

、

色

版

を

彫

り

見

当

も

彫
り
付
け
る
。
色
版
は
版
木
の
裏
に
も
彫
ら
れ

た
り
、
安
い
朴
の
木
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

版
木
一
組
完
成
主
版
一
枚
、
色
版
三
十
枚
。

板
調
べ
見
当
の
狂
い
な
ど
微
調
整
を
す
る
。

蓉
水
を
引
く
奉
書
紙
に
に
じ
み
止
め
を
す
る
。

見
本
摺
色
版
の
欠
如
な
ど
を
点
検
し
、
絵
師
や
版
元
に

見
せ
、
検
討
す
る
。

墨
摺
完
成

墨
摺
に
色
を
重
ね
て
い
く
。

r
 

摺

し
ょ

ー
初
版
木
の
完
成
後
摺
ら
れ
る
初
摺
は
、
絵

師
立
ち

~

＿

会

い

で

、

色

摺

の

最

後

の

パ

タ

ー
ン
が
決
定
さ
ー

れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
摺
ら
れ
る
の
で
完
成
度
が
~

―

高

い

。

通

常

二

百

枚

摺

ら

れ

て

い

た

。

-

あ
と

ず

り

一
後
摺
二
回
目
以
降
の
摺
り
増
し
は
、
摺

師
の
一
存
に

~

一

任

さ

れ

て

い

た

の

で

、

発

摺

が

忠

実

に

再

現

さ

―

―

れ

る

と

は

限

ら

ず

、

手

抜

き

が

あ

っ

た

り

、

版

-

一

を

重

ね

る

ご

と

に

、

版

木

の

摩

耗

に

よ
り
線
の

一

~
シ
ャ
ー
プ
さ
が
失
わ
れ
る
な
ど
、
作
品
の
完
成
―

一

度

は

落

ち

る

。
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浮
世
絵
完
成

絵
草
紙
屋
よ
り
販
売
さ
れ
る
。

（
 

◆
先
日
の
新
聞
で
、

「
児
童
虐
待
」
が
過
＋

最
悪
を
更
新
し
た
と
報

告
し
て
い
た
。
な
か
で

も
、
母
親
の
虐
待
が
多

い
と
い
う
。
◆
東
京
都

の
保
育
園
の
調
査
に
よ

る
と
、
子
育
て
の
こ
れ

ま
で
の
常
識
が
揺
ら
ぎ
、
問
題

が
過
保
護
と
放
任
の
両
極
端
に

分
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
朝
食

が
お
菓
子
の
子
、
か
わ
い
が
ら

れ
た
経
験
の
な
い
子
な
ど
が
増

え
て
き
て
い
る
そ
う
だ
。
抱
っ

こ
を
求
め
る

三
歳
児
に
「
べ
た

べ
た
し
な
い
で
。
」
と
後
ず
さ

り
す
る
母
親
も
い
る
と
い
う
。

◆
大
阪
教
育
大
学
の
秋
庭
英
則

氏
は
、
「
わ
が
子
に
て
い
ね
い

に
食
事
を
作
ら
ず
、
『
頑
張
れ
、

勉
強
し
な
さ
い
。
』
と
言
わ
な

い
で
下
さ
い
。
」
と
訴
え
て
い

る
。
ま
た
女
性
検
事
・
松
本
麗

さ
ん
は
、
「
愛
情
を
親
か
ら
ぎ
ち

ん
と
与
え
ら
れ
た
子
ど
も
は
、

自
分
が
値
打
ち
の
あ
る
存
在
だ

と
思
え
る
。
正
し
い
自
己
愛
の

あ
る
人
間
は
犯
罪
や
非
行
に
走

ら
な
い
。
」
と
言
っ
て
い
る
。

◆
少
子
化
が
進
む
中
、
あ
と

一

年
余
り
で
二
十

一
世
紀
を
迎
え

る
。
次
の
世
紀
を
担
う
子
ど
も

逹
を
立
脈
に
育
て
る
責
任
を
負

う
我
々
大
人
は
、
子
ど
も
達
の

心
の
叫
び
に
し
っ
か
り
耳
を
傾

け
、
腹
を
く
く
っ
て
子
育
て
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。



前。行。領） 総 屁 (18)

今
日
、
核
家
族
化
に
よ
り
、

子
ど
も
が
祖
父
母
な
ど
親
近
者

の
死
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て

は
、
死
と
い
う
厳
粛
な
問
題
に

つ
い
て
考
え
た
り
、
人
間
の
生

命
の
有
限
さ
、
か
け
が
え
の
な

さ
を
理
解
す
る
機
会
が
失
わ
れ

る
と
い
う
こ
と
も
意
味
し
て
い

る
。
そ
の

一
方
で
、
子
ど
も
た

ち
は
、
む
や
み
に
殺
人
の
場
面

を
繰
り
返
す
テ
レ
ビ
番
組
や
ビ

デ
オ
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
を
通

じ
て
、
虚
構
の
世
界
の
中
で
作

り
上
げ
ら
れ
た
「
死
」
に
頻
繁

に
接
し
て
お
り
、
命
の
重
さ
に

対
す
る
感
性
が
希
薄
化
し
て
い

る。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
今
日
、
子
ど
も
た
ち
に
対

し
て
、
生
命
の
大
切
さ
を
実
感

す
る
機
会
を
意
識
的
に
設
け
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
自
然
の
中
で
子
ど
も

生
き
物
と
の
触
れ
合
い
を

通
し
て
、
命
の
大
切
さ
を

実
感
さ
せ
よ
う

子
ど
も
に
と
っ
て
読
書
は
、

創
造
力
や
考
え
る
習
慣
を
身
に

付
け
、
豊
か
な
感
性
や
情
操
、

そ
し
て
思
い
や
り
の
心
を
は
ぐ

く
む
上
で
大
切
な
営
み
で
あ
る
。

読
書
の
楽
し
み
を
知
り
、
読
書

に
慣
れ
親
し
む
よ
う
に
す
る
に

は
幼
少
時
の
体
験
が
重
要
で
あ

る。
ま
ず
、
幼
少
時
か
ら
本
を
読

ん
で
聞
か
せ
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
。
親
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ

な
が
ら
、
優
れ
た
絵
本
に
接
し
、

幼
児
に
は
親
が
本
を
読
ん

で
聞
か
せ
よ
う

た
ち
を
大
い
に
遊
ば
せ
た
り
、

家
の
内
外
で
動
物
や
草
花
を
大

切
に
育
て
た
り
す
る
な
ど
、
様
々

な
生
き
物
と
触
れ
合
う
機
会
を

意
図
的
に
用
意
す
る
こ
と
を
求

め
た
い
。

ま
た
、
日
常
生
活
の
中
で
、

子
ど
も
が
虫
な
ど
の
生
き
物
を

残
虐
に
殺
し
た
り
、
草
花
を
粗

末
に
扱
っ
た
り
す
る
の
を
見
た

と
き
、
親
は
子
ど
も
の
心
に
積

極
的
に
そ
の
意
味
を
問
い
か
け

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

新
し
い
時
代
を
拓
く
心
を
育
て
る
た
め
に

⑧
 

一
緒
に
共
感
し
合
う
ひ
と
と
き

は
、
子
ど
も
の
感
性
や
心
を
豊

か
に
す
る
貴
重
な
時
間
と
な
る
。

読
書
を
習
慣
付
け
る
た
め
に
は
、

た
と
え

一
回
の
時
間
が
少
な
く

と
も
、
毎
日
本
を
読
み
聞
か
せ

る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
例
え
ば
、

食
事
の
時
間
、
昼
寝
の
時
間
な

ど
と
同
じ
よ
う
に
、
「
本
の
時

間
」
を
設
け
て
本
を
読
み
聞
か

せ
る
と
い
っ
た
工
夫
を
し
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
子
ど

も
が
眠
る
前
に
、
赤
い
寝
を
し

な
が
ら
本
を
読
ん
で
聞
か
せ
る

こ
と
は
、
親
に
と
っ
て
も
充
足

感
を
覚
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、

子
ど
も
の
心
の
成
長
に
計
り
知

れ
な
い
恵
み
を
も
た
ら
す
。

本
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
の
発
達
に
応
じ
る
と
い
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
知
育
の

み
に
目
を
奪
わ
れ
、
難
し
過
ぎ

る
本
を
読
ま
せ
た
り
、
文
字
を

早
く
教
え
込
も
う
と
す
る
よ
う

な
こ
と
は
、
子
ど
も
を
本
嫌
い

に
し
て
し
ま
っ
た
り
、
親
の
焦

り
に
よ
っ
て
子
ど
も
の

心
に
ス

ト
レ
ス
を
与
え
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ず
、
そ
う
し
た
こ
と
の

な
い
よ
う
注
意
を
求
め
た
い
。
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11月288は
文化財防火デーです。

1949年法隆寺が放火され大切な文化財を消

失してしまったのを教訓に設置されました。

町内でも、歌麿の版木が発見され、浮世絵

が復元されました。文化財に関しての関心も

高まりつつあります。 これからは空気も乾燥

し、火災の起きやすい状況になってきます。

文化財を火災から

守リましょう。



(19)前。前。座） 然国薗園 1扇鹿麟

平成11年度川上地区小学校陸上競技大会記録
◎大会新
〇大会タイ
0標準記録突破

種 目
男 子 女 子

順位 記 録 氏 名 学校名 順位 記 録 氏 名 学校名

60m 
1 ◎ 9" 5 石河 哲也 中野 1 1 O" 6 沖永まどか 中 野

2 10" 0 山口 航 中 野 2 1 O" 7 亀田 瑠梨 中 野
(4年以下）

3 10" 3 山田 翔馬 正 山 3 1 O" 7 浅井 弥 正 山

1 9" 5 丸山 裕介 中 野 1 

゜
9“7 出水 麻美 中 野

60m 2 9"8 片山 弘志 中野 2 9"8 河野 夏 未 正 山

3 9"9 山下 峻平 正 山 3 1 O" 1 三瀬真里奈 予子林

100m 
1 15" 7 石河 哲也 中野 1 1 7”2 亀田 瑠 梨 中 野

2 16" 3 山口 航 中 野 2 1 7”6 沖永まどか 中 野
(4年以下）

3 16" 7 笹木 = 言五Cコ 中野 3 17" 8 ィフ r呂←-' 麻衣 正 山

1 15" 6 言EE3氷‘ 和宏 中 野 1 

゜
15" 7 ミ恒圭琢← 沙穂 中 野

100m 2 15" 7 宮岡 聖也 大谷 2 16" 3 宮田さゆり 予子林

3 16" 1 黒田 利信 正 山 3 16" 5 中岡 恵美 正 山

1 11 "0 丸山 裕介 中 野 1 

゜
11" 2 冨永奈々美 中 野

60ml＼ードル 2 11" 4 梅木 孝之 河 辺 2 12" 0 浦 野 絵 里 河 辺

3 11 "9 片山 弘志 中野 3 12" 3 三瀬真里奈 予子林

1 o 3 m95 ー-,=呂―‘ 健太 中 野 1 3 m59 ミ／ヨ自琢r-- 沙穂 中 野

走り幅跳び 2 3 m66 黒田 利信 正 山 2 3 m39 出水 麻美 中 野

3 3 m27 成登 剛 中 野 3 3 m36 高田佳奈江 大 ヘ‘D ‘‘ 

1 1 m 10 中塚 ニ弔C工＾ ） I 大谷 1 o 1 m22 大森喜美代 予子林

走り高跳び 2 1 m 10 中野尋由輝 中野 2 o 1 m20 松岡佐也加 中 野

3 1 m 10 山崎 裕仁 河辺 3 1 m 10 芦車氷‘ 智子 中 野

1 o50m62 ＿-r=,  呂 健太 中野 1 o34m95 松岡佐也加 中 野

ソフトポール投げ 2 45m74 宮岡 聖也 大谷 2 32m22 大森喜美代 予子林

3 43m94 山崎 裕仁 河辺 3 31 m68 冨永奈々美 中 野

1 1'03" 1 中野 1 1'05" 1 中 野

400mリレー 2 1'08"6 大谷 2 1'06"9 予子林

3 1'08"8 河辺 3 1'08"0 正 山

自
分
の
限
界
に
挑
戦

川
上
地
区
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
が
、

十
月
十
三
日
（
水
）
高
砂
の
町
民
運
動
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大

谷

小

川

和

雄

変
化
球
投
げ
て
手
応
え
確
か
め
る

老
木
は
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に
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っ
て
芽
吹
く
森

日
に
三
度
衣
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え
す
る
秋
日
和

西

沖

田

チ

ホ

子

ま
だ
余
白
エ
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ブ
ル
ア
ー
ト
生
き
る
道

驚
異
の
眼
空
海
展
に
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が
れ
る

エ
ネ
ル
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ー
吸
う
た
台
風
発
達
し

宇

和

川

中

居

善
信

十
五
キ
ロ
痩
せ
ね
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な
ら
ぬ
ダ
イ
エ
ッ
ト

樹
に
縄
を
か
け
て
思
案
な
ど
し
な
い

笛
吹
け
ば
踊
る
芯
の
な
い
凧
で

宇

和

川

中

野

菊

枝

扇
風
機
顔
洗
わ
れ
て
一
休
み

あ
り
が
た
い
両
手
両
足
よ
く
動
く

川
柳
で
脳
の
体
操
今
日
も
書
く

宇

和

川

花

岡

順

子
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束
へ
先
ず
言
い
訳
を
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え
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厚
か
ま
し
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げ
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窓
開
け
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い
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気
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ま
せ
る

西

兵

藤

登

代

子

六
十
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悲
喜
こ
も
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も
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夫
婦
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幸
せ
は
夫
婦
で
行
け
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会
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人
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ま
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予
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ヨ
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マ
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れ
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よ
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送
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す
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械
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来
る

鹿

野
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福

田

永

秋
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美
女
か
っ
て
で
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村
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続
か
な
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車

鹿
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の
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敬
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旨
い

予
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予

風
に
だ
っ
て
言
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の
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ぐ
だ
け
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で
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知
ら
ぬ
風

目
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が
あ
れ
ば
苦
難
も
何
の
そ
の

予

子

林

山

下

芳

美

病
衣
着
て
や
っ
と
検
査
の
腹
を
決
め

空
海
展
頭
ば
か
り
を
見
て
帰
り

し
ま
な
み
を
歩
け
ば
足
が
こ
そ
ば
ゆ
い

大

谷

石

谷

平

石

振
興
券
撒
き
餅
に
介
護
法
の
網

大
安
の
そ
ば
に
小
さ
く
不
成
就
日

自
販
機
を
瞬
し
ま
し
た
と
偽
コ
イ
ン

予
子
林
伊
藤
ス
エ
コ

一
人
居
の
窓
辺
の
花
も
終
わ
り
そ
う

敬
老
を
祝
う
電
話
は
遠
い
孫

仏
壇
ヘ
コ
ス
モ
ス
の
花
活
け
て
い
る

宇
和
川

上
原
知
工
子

め
ず
ら
し
い
白
色
彼
岸
花
見
つ
け

大

谷

都

谷

巴

老
い
た
耳
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音
さ
け
て
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き
て
い
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メ
モ
帳
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ス
ト
レ
ス
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杯
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け
て
い
る

決
心
を
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ス
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っ
て
い
る

予
子
林

大

塚

養

子

ダ
イ
エ
ッ
ト
中
を
裏
切
る
秋
の
風

鍬
の
手
を
金
木
犀
の
香
が
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め
る

輝
い
て
い
る
ね
と
肩
を
叩
か
れ
る

中

津

大

野

幸

子

今
日
あ
り
て
明
日
も
嬉
し
い
た
だ
感
謝

寒
さ
に
も
紅
葉
深
し
面
河
川

秋
深
し
蜃
り
も
嬉
し
栗
の
山
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レ ン
保健センター
匹 34-2340

グ |-
［行事予定裏い

種別 日（曜 ） 1~了- 事 場 所 時 間

成 3 （金） 健康づくり料理教室 中津集会所 10 00~ 

人
7 （火） 竹の子クッキソグ 肱川町公民館 9 :30,....___,13 00 

保

健 9 （木） リハビリ教室 保健セソター 13:00,.____,16 00 

14（火） 元気印教室 肱川町公民館 10・00,,.____,14.00 

母

子
2 （木） 三種混合予防接種 保健セソター 13 ・ 30----...., 14. 00 

保 15(水） 幼児教室 保健セソター 9 : 3 0 ~ 1 3. 3 0 

健

27（月） 三種混合予防接種 保健セソター 13:30.--....,14:00 

3 （金）

精

神 10（金）

保
デイケア 保健セソター 8 30,.....__,16:30 

17（金）

健
24（金）

日 （曜 ） 主 な 1,了- 事

1 （水） 乙亥恵美須祭

2 （木） 選挙管理委員会・民生委員会

7 （火） 不用犬引取り

12 (日）
第 17回健康マラソソ大会
第 18回肱川駅伝大会

13（月 ）議会運営委員会

15（水） 定例部落長会

17（金） 町議会12月定例会(~20日）

20（月） 農業委員会

21（火） 不用犬引取り

22（水） 古紙収集

27（月） 税出張受入れ

28（火） 仕消事防納団年め末警戒(~30日）

31（金） 大みそか

12月の不燃物収集

12月15日（水）から

（出すのは14日中に）

収集地区 正山・岩谷・予子林地

区、八重栗、上森山、京造、見の

越、月野尾、大和（久下・上石丸

除く）、中野（上中野除く）、上・

下鹿野川

収集日

1 2月 の当直医

日 （曜） 病 院 名 電話番号

5 (日）
石 川 内科医院

24- 3306 
（ 若宮）

小 川 整形外科
23- 5596 

12(日）
（三 の 丸）

米 J 11 医 院
52-0165 

（長 浜）

19(日）
中塚内科医院

24- 0606 
（西大洲）

般 23（木）
東 大 、洲城戸眼科

24-1010 
（東大沙11 )

26(日）
大久保内科医院

26- 1131 
（八多喜）

救
月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24- 5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。
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